
『豊房地区学校のあり方を考える会』における「保護者委員」の意見結果  

及び地区保護者等との意見交換状況について  

 

（「豊房地区学校のあり方を考える会」について）  

 

 

 

 

 

（協議内容）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（協議経過）  

日  付  内  容  

令和 4 年 6 月 28 日  保護者・地区説明会（基本指針説明、地区協議方法に関する意見交換）  

令和 4 年 10 月 19 日  「学校のあり方を考える会」第１回会議  

（組織規約の決定、意見集約化の手法検討）  

令和 4 年 11 月 30 日  「学校のあり方を考える会」第２回会議  

（学校規模に関するメリット・デメリット／論点整理など）  

各保護者委員が“保護者として考える望ましい学校規模について”検討する期間  

令和 5 年 1 月 18 日  「学校のあり方を考える会」第３回会議  

（保護者委員／意見交換～意見集約化）  

令和 5 年 2 月 3 日  保護者説明会（案内通知発送／（現）小学校・未就学児保護者）  

令和 5 年 2 月 21 日  保護者説明会（ＰＴＡ役員会へ周知依頼）  

令和 5 年 3 月 8 日  保護者説明会（～令和５年３月３１日まで意見聴取期間）  

令和 5 年 5 月 10 日  「学校のあり方を考える会」第４回会議  

（意見聴取結果を含め、保護者委員の意見決定）  

令和 5 年 5 月 16 日  保護者通知（保護者委員の決定意見を小学校・未就学児保護者に周知）  

令和 5 年 6 月 18 日  豊房地区（区長会）にて保護者意見の説明  

令和 5 年 7 月 10 日  豊房地区（地区住民への回覧／保護者委員の決定意見）  

 

 

□  保護者として考える望ましい学校規模について  

✓  複式学級の学校規模でも良いので、地域に学校を残して欲しい。  

✓  １学年単学級での教育環境を望む。  

［市が示す最低限の学校規模（１学年 15 人，小学校全体 90 人）以上］  

✓  クラス替えが可能となる学校規模での教育環境を望む。  

■  委員  １０名（小学校保護者３名・未就学児保護者４名・地区代表３名）  

■  検討過程  令和４年１０月～令和５年５月  



（協議結果／保護者委員意見）  

結  論  

クラス替えが可能となる学校規模での学校再編を望む  

理  由  

●  多くの友人と様々な経験をさせてあげたい。  

●  自分達（保護者）も豊房小を卒業してきて、小さな学校規模の良さも理解できるが、昔と比べら

れないほど子供が少なくなっておりデメリットの方が多いと感じる。  

●  更なる少子化を見据え、決断するならクラス替え出来る規模での再編を行わないと、将来世代が

同じ議論をすることとなる。  

各委員の意見（クラス替え可能な学校規模を望む意見）  

○  小さい学校同士での小規模な再編では、近い将来にて子供達にとって同じ課題が発生し、保護者

も同じ議論をしなければならない。更なる少子化は避けられないため、このような機会を捉えて

クラス替えが出来る学校規模に再編すべき。【多数意見】  

○  地域の大人も減少しており、消防団も統合している状況。大人が減れば子供も減るのは当たり前

であり、地域から学校が無くなることは寂しいが、このような会議を次の世代で再度行うことは、

保護者にとっても負担が大きい。今回の機会を捉えて将来の子供達のためにも学校再編の決断を

すべき。  

○  現在、複式学級で授業を受けている自分の子供も、人数の多い学校に行きたいとの意見であり、

保護者としても中学校を見据え多くの友達と長い付き合いをさせてあげたい。  

○  勉強・スポーツいずれをとっても、多くの友達と関わって欲しい。  

○  体育でドッチボールすら出来なくなってしまう、少人数でのかくれんぼ ･･･楽しいと思えない。

難しく考えるよりも、単純に同級生でのコミュニケーションが取れる人数の方が良いと思う。  

○  今の豊房小をみても、人数が少なくて保護者世代が普通に出来ていたことも出来なくなってい

る。子供の可能性を広げるためにも学校再編を行うべき。  

○  友達付き合いが上手に出来る子供に育って欲しいため。  

○  私（保護者）自身が、小学校に通っていた頃（ 20 年前）も、既に子供が少なくなってきていた。

中学校へ進学して人数が一気に増えて本当に楽しかった。  

○  複式でも地域に学校があれば、必然的にその学校に子供を通わせる保護者が大部分だと思う。子

供達も豊房小があれば、そこに通うことについて疑問を抱かない。でも、小学生に入学する小さ

な子供には決められないことであり、子供をどう導くのか？それが保護者の役割だと思う。今回

のような丁寧な議論を踏まえ「子供たちにどのような環境で学校生活を送らせたいのか？」と言

われたら、保護者として子供に多くの友人と触れ合う機会を与えてあげたい。  

○  自分のこれまでの経験だと、旧第二中学校に進学した当時、学年６クラスあったが、一度も話し

たことのなかった同級生がいたことや、そもそも全員の名前と顔も覚えていない。中学校ではな

く小学校であれば、将来も顔を覚えてられる生涯の仲間としてあげたいので、学年で３クラスぐ

らいまでの規模が良いと思う。  

各委員の意見（複式学級の学校規模でも良いので地域に学校を残して欲しい意見）  

○  個々の特性に応じた、きめ細やかな教育を受けさせることが出来ると感じるため。  


